訴　　状

平成２９年　　月　　日

大阪地方裁判所 御中

原　告　　川　東　大　了　㊞

損害賠償請求事件

訴訟物の価格 金１５０万円

貼用印紙額   金１３０００円

当事者の表示

原　告
住所兼送達場所

〒573-0015　大阪府枚方市村野東町４７番２０号
氏　名　川東　大了
電　話　０７２－＊＊＊－＊＊＊＊
ＦＡＸ　０７２－＊＊＊－＊＊＊＊
被　告
　　　　住所
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
氏　名　坂本　秀樹
請求の趣旨

1 被告は、原告川東に対し、金１５０万円及びこれに対する平成２６年２月８日から支払済まで年５分の割合による金員を支払え。

2 訴訟費用は被告の負担とする。

との判決を求める。

請求の原因

第１ 当事者

１ 原告　川東大了
原告の川東大了（以下、「原告川東」という。）は、国家資格である第２種電気工事士を持ち、電気工事業を行って生計を立てている。

平成２１年７月頃から市民団体「在日特権を許さない市民の会」（以下、「在特会」という。）の幹事となり、平成２４年６月頃まで執行役員も務めたが、現在は退会している。
平成２５年２月頃、維新政党新風（以下、「新風」という。）の党員になった。
在特会、新風における活動は多岐にわたるが、主に日本国民の生命と財産を守る為の活動、ご先祖様の名誉を守る為の活動、そして、人種差別撤廃の為の活動等を積極的に行って来た。
　平成２７年４月に、枚方市議会議員選挙に新風の公認候補として立候補し「違法賭博であるパチンコの廃止」「（本来の生活保護法では救済の対象外である）朝鮮人への生活保護の廃止」「（犯罪率が高くて危険な）朝鮮人のいない枚方市を目指す」「日本人の権利を取り戻す」等を訴え、１２２６票の得票を得た。
　平成２８年１２月２７日、政治団体「朝鮮人のいない日本を目指す会」（以下、「朝ない会」という。）を設立し代表職に就任している。
　本件訴訟にも関連が出て来ると思われるので述べておきたいが、平成２１年１２月４日に京都にある勧進橋児童公園が朝鮮学校に不法占拠されていた事件に対して抗議活動を行った。この抗議活動によって勧進橋児童公園から違法設置されていたサッカーゴールや朝礼台、１００Ｖの電気配線を施した危険な放送設備が取り除かれ、近隣の住民や子供達が安心して遊べるようになり、朝鮮学校の校長は都市公園法違反の罪で有罪判決を受けた。

（１）在特会について
　現在原告は在特会を退会しているが、本件訴訟にも関連が出て来ると思われるので、在特会についても説明しておきたい。
　在特会は、在日韓国・朝鮮人に対する不当な差別であり、人種差別撤廃条約が人種差別であると定義する「特定の人種に優先を与える事」に該当する「特別永住資格者制度」の廃止を究極の目標として活動を行っている。
　それ以外にも様々な在日韓国・朝鮮人に対する優遇処置、特権的な待遇に対して「在日特権」と称して廃止を求めて活動を行っている。
　「特別永住資格者制度」とは「入管特例法」（正式名称「日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法」）に基づき施行されている制度であり、主に朝鮮人や台湾人が対象となる法律であるが、一般の外国人が日本で永住する為に必要な「一般永住資格」とは別に「特別永住資格」と呼ばれる資格を付与する制度である。
　この制度・法律においては、通常の外国人が一般永住資格を取得する際に求められる「素行が善良であること」「独立の生計を営むに足りる資産又は技能を有すること」「一般永住資格の付与が日本国の利益に合致すると認められること」等の要件がなく、更には犯罪を犯した場合の退去強制についても、特例が設けられており、一般永住資格の外国人が基本的には懲役１年を超える実刑判決を受けたら退去強制されるのに対して、特別永住資格者は懲役７年を超える実刑判決を受けた場合にのみ法務大臣の判断で退去強制させる事が出来るとなっているのみで、実際には犯罪を理由に退去強制された事例は確認されていない。
　退去強制が実質的に無い事などにより、在日韓国・朝鮮人の犯罪率は非常に高くなっており、警察庁が公開している犯罪統計を計算すると、凶悪犯罪全体で約３倍、粗暴犯全体で約４倍になっている。
（２）朝鮮人のいない日本を目指す会について
日本人の生命と財産を守る為に、危険、かつ脱法的な外国人である朝鮮人を適法に排斥し、善良な日本人が安心して幸福に暮らせる日本にする為を目的とした政治団体である。（甲第１号証）

２ 被告　坂本秀樹
被告坂本秀樹(以下、「被告坂本」という。)は、平成２６年２月７日当時、新潟日報の上越支社の報道部長を務めていた人間である。
口に出して述べる事すらも憚られるような品性下劣な、そして猟奇的、変質者的な文言を愛用して、自分の氏名や顔を非公開にした場から、自分の気に食わない人間に対して、時には誹謗中傷を時には脅迫的な文言を用いて、インターネット上のＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サービス）の一つである「ツィッター」と呼ばれる情報サービスに多くの投稿をしてきた人間である。
第２ 被告の不法行為

１ 平成２６年２月７日に投稿したツィート（甲第２号証）
被告坂本は、平成２６年２月７日の午後１０時頃に、甲第２号証のツィートを投稿した。（以下、「本件投稿」という。）
「ジャンヌおつる」と言うのは、川西市に在住する訴外中曽千鶴子（以下、「中曽」という。）の事であり、原告は中曽と面識を持つ関係にある。

平成２１年１２月４日の勧進橋児童公園に対する都市公園法違反を糾弾した抗議活動を以後「抗議活動１」と表記するが、抗議活動１を行った後から、原告は中曽と頻繁に市民運動の場で共闘する機会が多くなった。

抗議活動１は、訴外西村斉・訴外荒巻靖彦・訴外中谷辰一郎を始め約１０名の人間で取り組んだ活動であり、市民団体である「在特会」や「主権回復を目指す会」が関係した活動であった。当時の在特会の会長が訴外・桜井誠（本名・高田誠）であった。
又、原告達の活動の多くは、その様子の一部始終を録画し、インターネットの投稿サイトである「youtube」や「ニコニコ動画」に投稿して一般に公開されたので、そのような活動に関心を持つ多くの視聴者が閲覧していた。

そのような背景事情に鑑みれば、本件投稿は原告達の活動に関心や興味を持つ多くの視聴者が見れば抗議活動１に関連して、被告坂本が原告達の活動仲間である中曽に対して、抗議活動１に参加していた原告川東や訴外西村斉、抗議活動１には参加はしていないが、訴外桜井誠の殺害を教唆しているのが明らかである。

中曽は日頃の言動から、明らかに精神に異常をきたしている事が明らかな人間でもある。例えば「私は敬虔なクリスチャンだから、絶対に嘘はつかない」と言ったかと思えば「ブログは情報戦だから、全部本当の事を書くはずがない」と言ってみたり、徳島地裁で有罪判決を受けた際に新聞の取材に対して「メリークリスマスって感じ」と答えたり、同じく徳島地裁で有罪判決を受けた事件に関連して「私が証言していれば、被告は皆無罪だった」と言っておきながら、自分が後日起訴されて有罪判決を受けても、恥ずかしげもなく堂々としていられる神経を持っている。

又、中曽は自身が徳島での事件で起訴されると、突如として「在特会と仲間だった事はない」などと意味不明の供述を始め、更には「在特会のヘイトスピーチに最初から反対して抗議して来たのは私だ」などなどの誰が聞いても「今更、何を言ってるのだ」と呆れ返るような自己保身の供述を展開し、それまで一緒に共闘して来た仲間の街頭宣伝活動に対して妨害を加えて来るなどの行為を平気で行う人間でもある。自分さえ助かるのであれば、それまで苦楽を共にしてきた友人・知人や仲間を平気で裏切る事が出来る人間である。このような裏切り行為も又、通常の日本人の常識や良識を持ち合わせていれば、到底、出来ない事であり、中曽の反社会性や自己保身性、自己中心的な傾向は顕著であり、とても、正常の精神の持ち主であるとは認めがたい。

このように精神に異常をきたしている事が明らかな中曽に対して、原告の殺害を唆す行為は、原告に対して「この投稿（本件投稿）を見た中曽が、何かのはずみに本当に私を噛み殺しに来るかもしれない」と畏怖させる行為であり、実際に原告は本件投稿を見た中曽が原告を噛み殺しに来るのではないかと恐怖する日々を過ごす事となった。

原告は、心因性反応（甲第３号証）と不安神経症（甲第４-１号証）の診断を受けた病歴を持つが、本件投稿を知った後は、それらの症状が顕著に表れるようになり、一睡も出来ない日々が続いたりした。
平成２６年４月１０日に精神科を受診し、再度、不安神経症と診断された。（甲第４－２号証）

２ 本件投稿が原告の名誉を毀損している事について

被告坂本が、中曽について何か罪があり、その罪を償う為には「（訴外西村斉や訴外桜井誠と）川東の喉笛を食いちぎる」必要があるような内容を投稿しているが、仮に中曽に何か罪があって、それを償う必要があるとしても、その為に原告川東が中曽に喉笛を食いちぎられる謂れはない。

そもそも、日本国は法治国家であり、何らかの違法行為に対する刑罰は国家が課せる制度であり、被告坂本が勝手に「罪を償う為には、川東の喉笛を食いちぎらなければならない」と決める権限も資格もない。

そして、原告川東は抗議活動１については、平成２２年８月１０日に逮捕され、５２日間にわたり逮捕・拘留され、その後に起訴され有罪判決を受けている。又、民事訴訟も提訴され裁判所に命じられた損害賠償額を全て全納している。つまり、法的に原告川東は罪を完全に償っている。

にも関わらず、被告坂本は日本国の法治に基づいて罪を償い終わった被告川東に、まだもって償っていないような罪悪があるかのように喧伝した事になり、本件投稿を閲覧した少なからずの閲覧者に「川東は殺されても仕方ない程の悪い事をした人間である」との認識を植え付けたのである。

原告川東には、憲法で保障された生存権や幸福を追求する幸福追求権があり、憲法に明記された通り、法の裁きを受けない形で如何なる刑罰も受ける事はないのである。しかし、被告坂本の本件投稿は原告川東の生存権を否定し、幸福に暮らしたいと願う幸福追求権に基づく人格的利益を毀損し、原告川東の名誉を毀損するものである。
本件投稿によって、原告川東は日常生活においても、職場においても、誰かが本件投稿を閲覧していて、原告川東の事を「こいつは殺されても良い奴」「死刑にされても当然な悪い事をした奴」と噂しているのではないかと疑うようになり、対人恐怖症となって、それまで円滑だった人間関係も大きく損なわれてしまった。

念の為に述べておくが、一度、ある罪について刑罰を課せられた後に、再度の刑罰は課せられない事になっている。我が国は二重刑罰を禁じている。被告坂本の本件投稿は正に日本国が禁じている二重刑罰を教唆するものであり、極めて反社会的である事は言うまでもない。

３ 被告坂本の社会的地位に鑑みた影響力について
アイヒマン実験と言う有名な実験がある。

簡単に説明すると、権威のある人間が非人道的な命令をした場合に、人間はその非人道的な命令に従うか、拒否するかを確かめた実験である。

結論から言うと、人は権威のある人間から「（非人道的な命令であっても）大丈夫です、続けて下さい。私の指示する通りに行動して下さい。」と指示されたり、命令された場合、それが如何に非人道的な指示や命令であっても、その指示や命令に従って行動してしまうと言う結果が出ている。

一般的な社会通念で本件投稿を見れば、中曽が本件投稿の教唆の通りに行動するとは考えにくいと思うかもしれないが、中曽の元々の精神異常性や反社会性、自己保身性、自己中心的な言動に鑑みれば、殺人に対しての良心の制御は期待する事は出来ず、更には被告坂本の社会的地位は権威のある地位であった事からも、中曽が本件投稿の教唆に従って原告川東を殺害する可能性があった。

被告坂本は、新潟日報の上越支社の報道部長と言う地位にあった。

新聞社は一般的な会社員とは比較にならない程、仕事において公序良俗に反しない事や、政治的に偏りがない事、徹底的に真実を追求し、僅かな間違いすらも無いように徹底して調査・検証する事などが要求される職業である。
つまり、新聞社の報道に携わり、その報道部長ともなれば、被告坂本の発言は公序良俗に反しないものであり、間違っていないと通常に閲覧者は考えてしまうものである。

被告坂本は平成２７年７月１１日に開催された「関川･姫川｢７.１１水害｣２０年メモリアルフォーラム【上越会場】」（甲第５号証）と題された集会でパネリストを務める程の人間であり、このような事情に鑑みれば、被告坂本は世間からは絶大な信頼を得ていると考えられ、そのような立場の人間の発言は容易に世間からは信用され易い。
そのような社会的信用が極めて高い「権威」のある職業にある被告坂本が「川東は中曽に喉笛を食いちぎられて当然の悪い人間だ」とする内容を公然と不特定多数の人間に喧伝した行為は、原告川東が「死刑にも相当する悪い事をした人間である」と多くの人に認識させる行為であり、原告川東の名誉に対して重大な毀損をもたらす行為である。

４ 被告坂本の変態性や品性の下劣性について

被告坂本は、本件投稿以外にも多くの投稿を行っているが、少なからずの投稿内容は吐き気を催すような人品卑しく、品性下劣極まる、変態的、変質者的、猟奇的、キチガイ的な投稿であった。

時には一般人である女性に向かって「慰安婦」だとか、その子供を「豚の餌に」だとか、常軌を逸した投稿を繰り返している。

百万歩譲って、その女性に何らかの事情があって批判・抗議したい事があったとしても、その子供に何の罪もない事は明らかであるが、被告坂本は親が憎ければ、その子供に対しても何をしても構わないと言う極めて危険な考え方を持つ人間である。

又、繰り返し繰り返し、何の罪もない幼い子供を「ブタの餌」にと投稿を重ねており、何故か執拗に「子供をブタの餌にする」に固執する下劣な異常性が顕著に表れている。
被告坂本の変質者丸出しの投稿については、甲第６号証として提出するが、このような人品卑しく、品性下劣極まる変態、変質者が何ら社会的制裁も受けずに社会に放し飼いになっている事は著しく善良な市民の安寧を毀損する事であり、このような人間が、近年増加している猟奇的殺人事件を犯すのだと断言出来る。被告坂本は明確な犯罪予備軍であり、このような危険な人間を出来る限りの方法で社会的に糾弾する事で、善良な市民を少しでも護る事に繋がると確信するものであり、そのような意味もあって今回、被告坂本が少しでも更生する機会になればと思って民事訴訟を提訴するものである。

願わくば、一日も早く変態を辞めて、これまで誹謗中傷や脅迫を繰り返して来た善良な人達に対して心からの謝罪を行い、自らの言動について、真摯な償いを行って欲しいと願うものである。

５ 原告川東の受けた損害

原告川東は、被告坂本による本件投稿により、先述した通り、有形無形の様々な精神的苦痛を受けた。
よって、被告坂本の上記行為により蒙った社会的、精神的損害に対する慰謝料として、被告坂本に対して金１５０万円とこれに対する遅延損害金を請求する。

第３ 結語

したがって、原告川東は、民法709条及び710条に基づき、請求の趣旨に記載の判決を求めて本訴を提起する。
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